
2024年度 第3回合同委員会
2024年10月29日（火）



＜ 式次第 ＞

●会議次第

１. 15：00 ～ 15：45 幹事会報告
２. 15：45 ～ 16：15 業務委員会報告
３. 16：30 ～ 17：15 技術委員会報告
４. 17：15 ～ 17：30 事務局連絡事項及び質疑応答



【幹事会報告事項】

①市場におけるアルコール検知器精度について

②委員会運営方法について

③合同委員会について

④退会企業について

➄2024年４度新規入会企業について

⑥事務局への問い合わせ件数



①市場におけるアルコール検知器精度について

第2回合同委員会において、市場におけるアルコー
ル検知器精度の試験結果報告をさせて頂き、幹事会
として早急な対策検討を進めるとのご報告をさせて頂
きましたが、別途事務局に市場及びJ-BAC加盟企業
の検知器の精度における情報提供がございましたの
でご報告させて頂きます。



今回の指摘を踏まえ、アルコール検知器協議会の会則第3条（活動）指針である
（１）アルコール検知器の利用と活用に係る普及および啓発。
（２）アルコール検知器の技術・品質向上のための調査研究。

に基づき、日本国内唯一の業界団体として、アルコール検知器精度不安による風評
被害の防止、アルコール検知器の更なる重要性を関係省庁及び使用ユーザーに提言
し続ける為にも、下記調査を実施させて頂きます。

・今回指摘された検知器総合評価の妥当性を公平な立場であるJ-BAC認定機器外部
認証機関である化学物質評価研究機構に依頼し評価する。

■今回の試験によりかかる概算費用
・市場で購入できるアルコール検知器の購入費用 14社×2台

1台：1万円として 28万円
・化学物質評価研究機構による試験費用
直線性（2台/機種×14機種） 45万円



今回の事案対応に向けた今後の予定

・化学物質評価研究機構による検査結果の精査

・会則及び認定制度の見直し検討

・HPによるアルコール検知器精度に関する啓蒙活動
（管理方法やメンテナンスの重要性など）の強化



②委員会活動方針の変更について

会員企業の皆様には、業務及び技術委員会への（両委員会への参加も可）参加をお
願いしております。しかしながら、現会員企業73社（正会員72社準会員1社）となってい
る現状において、下記問題点が発生しております。

・各会員企業担当者が不明確となっている。
会社都合により、担当者が変更になった場合など、各会員企業において引継ぎ
がされておらず、各委員会でのWGや展示会等、アルコール検知器協議会参加イベ
ントへの管理運営において、支障が出ている。

このような問題を解消するために、以下委員会活動方針を変更させて頂きたく、
ご報告させて頂きます。



①両委員会への参加に関しては、任意とする。
②常時参加して頂ける会員企業を募り、担当責任者及び参加メンバーを登録。
③登録メンバーによる各委員会のメーリングリストの作成。
④各委員会で実施されるWG及びその他会議、その都度開催される協議会イベント（展
示会やセミナー等）への参加（担当者が参加できない場合には代理にて参加する。）
➄今回の運用に関しては、2024年度を準備期間とし、2025年度4月からとする。

■今後の主なスケジュール
・2024年11月中に、各委員会への参加希望を募り、参加企業の確定。
・幹事会による各委員会の運営方法の確定。
・各委員会参加企業によるWGの開催。



③合同委員会に廃止について

委員会活動の方針変更により、現在実施している合同委員会は廃止とし、定例会

議として実施させて頂きます。
定例会議については、幹事会からの報告事項のみとして、業務委員会及び技術委
員会における活動報告は実施致しません。
ただし、各委員会で実施している内容については、今まで合同委員会で報告している
内容ではなく、議事録としてHPにアップさせて頂きます。



④退会企業について

会員番号 会員名 退会理由

JB2015018 新コスモス電機株式会社 会社都合。

JB2022070 株式会社カスタム 会社都合。

上記2社の退会が幹事会にて承認されました。
その結果、現在の会員企業総数は下記となります。

■会員企業総数73社（内訳：正会員72社、準会員1社）



➄2024年４度新規入会企業について

番号 企業名 辞退理由

① INFTEX合同会社 検知器開発の見通しがついたら再度申請。

② 万方商事株式会社 会社都合。

上記2社については、新規入会企業説明会を実施しましたが
各社にて検討した結果、入会を辞退されました。



⑥ 事務局への問い合わせ内容について
（期間：8月～10月）

■アルコール検知器の精度について ７件
■マスコミ関連 ４件
■認定製品について ２件
■アルコール検知器の使用方法 １件

・アルコール検知器の精度に関する問い合わせが増加している。
・マスコミ関連に関しては、秋の交通安全週間が影響している。


